
三
宅
隆
史
理
事
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

社
員
の
み
な
さ
ま
の
日

頃
か
ら
の
医
療
法
人
名
南

会
の
運
営
や
活
動
へ
の
ご

協
力
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
名
南
病
院
に
足

を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
方

は
分
か
る
と
思
い
ま
す
が
、
外
来
や
病
棟
な
ど
床
が

き
れ
い
に
な
り
、
外
来
待
合
室
は
椅
子
も
増
え
、
リ

ニュ
ー
ア
ル
で
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

外
国
の
工
事
の
場
合
、
多
く
は
違
う
建
物
に
引
っ

越
し
、
完
成
し
た
ら
そ
ち
ら
に
引
っ
越
す
そ
う
で
す
。

建
築
や
改
修
工
事
を
し
な
が
ら
仕
事（
診
療
）を
続

け
る
の
は
日
本
の
み
で
、
東
京
駅
の
工
事
の
際
に
は

そ
れ
で
も
１
０
０
メ
ー
ト
ル
は
離
れ
て
工
事
を
行
っ
て

い
た
そ
う
で
す
が
、
名
南
病
院
リ
ニュ
ー
ア
ル
工
事
は
、

ご
く
間
近
で
診
療
や
治
療
を
続
け
な
が
ら
の
工
事
と

な
り
、
患
者
の
み
な
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、

ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
は
冬
に

工
事
の
計
画
が
入
っ
て
お
り
、
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
な
が

ら
工
事
を
し
よ
う
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

工
事
の
時
期
を
ず
ら
し
て
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い

て
リ
ニュ
ー
ア
ル
工
事
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
長
い
間

の
ご
協
力
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昨
年
に
続
き
、
社
員
総
会
懇
親
会
を
企
画
、

社
員
・
職
員
の
交
流
深
ま
る

総
会
終
了
後
、
昨
年
も
好
評
だ
っ
た
総
会
参
加

者
に
よ
る
社
員
と
職
員
に
よ
る
懇
親
会
を
行
い
ま

し
た
。
友
の
会
、
地
域
の
諸
団
体
の
方
々
な
ど
の

活
動
紹
介
、名
南
会
の
医
師
紹
介
、各
事
業
所
別
に

職
員
紹
介
な
ど
、
楽
し
い
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。

民医連の旗（いのちの平等）を高く掲げ、
地域の期待に応える
名南会を次代につなげよう！

総会成功に向けた社員の皆様のご協力ありがとうございました。

医療法人名南会 第49回定時社員総会

　
　
　
　
　

＊  

＊  

＊

こ
の
あ
と
、
出
席
社
員
の
中
か
ら
、
伊

東
繁
、
土
肥
カ
ヅ
子
両
名
南
会
常
任
理
事

の
2
名
を
議
長
に
選
任
し
議
事
が
す
す
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
口
清
明
さ
ん

（
名
古
屋
市
会
議
員
）・
竹
内
平
さ
ん（
名

古
屋
南
部
法
律
事
務
所
弁
護
士
）よ
り
来

賓
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
事
業

計
画
・
決
算
・
予
算
・
役
員
一
部
改
選
、

定
款
変
更
な
ど

の
議
案
提
案
、

討
議
の
後
、
議

案
は
全
て
全
員

賛
成
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

（
議
案
の
一
部
は

以
下
に
掲
載
）

２
０
１
4
年
５
月
24
日（
土
）

金
山
・
労
働
会
館

      

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

出
席
社
員
総
数
は
1,
5
１
8
名

（
出
席
1
３
5
名
、
委
任
状
出
席
1,
3
８
3
名
）

冒
頭
に
参
加
者
全
員
で
１
年
間
に
亡
く

な
ら
れ
た
社
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
黙
祷
を
行
っ
た
後
、
最
初
に
三

宅
隆
史
理
事
長
よ
り
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

来賓あいさつをいただいた　山口清明名古屋市会議員（右）、
名古屋南部法律事務所・竹内平弁護士（左）

総会参加の名南会医師紹介

　私たちは、社員・友の会のみなさんと、①憲法と人権を守る国づくり、
②安心して住み続けられるまちづくり、③地域の要求運動と健康づくり、
④質の高い医療・介護が実践できる後継者づくり、に全力でとりくみます。

医
療
法
人
名
南
会

第
49
回
定
時
社
員
総
会
概 要

第
49
回
定
時
社
員
総
会
議
案
提
案

紙
面
の
都
合
上
、一
部
の
み
の
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

名
南
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

５
月
に
完
了

―
病
床
数
1
5
8
床
に
変
更
、

２
階
病
棟
40
床
を
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
に

名
南
病
院
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

12
年
度
と
13
年
度
の
２
年
に
わ

た
っ
て
行
う
こ
と
を
、
第
６
次
長

期
計
画
で
確
認
し
ま
し
た
。
１
期

工
事
で
外
壁
等
補
修
工
事
に
よ
る

建
物
設
備
の
維
持
、
２
期
工
事
で

手
術
室
改
修
と
空
調
設
備
更
新
に

続
き
、
13
年
度
に
療
養
環
境
と
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
中
心
と
し
た
第
３

期
工
事
を
行
い
ま
し
た
。
病
室
は

天
井
と
壁
紙
を
更
新
し
、
各
階
廊

下
や
外
来
の
壁
紙
貼
り
替
え
と
腰

壁
シ
ー
ト
を
設
置
、
リ
ハ
ビ
リ
室

は
２
階
に
移
転
し
訓
練
ス
ペ
ー
ス

の
拡
大
、
旧
１
階
リ
ハ
ビ
リ
室
は

講
堂
、
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス
（
友

の
会
の
部
屋
と
な
り
ま
す
）、
面

談
室
の
設
置
、
ま
た
外
来
診
察

室
、
エ
コ
ー
室
の
新
設
、
ナ
ー
ス

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
改
修
、
消
防
設
備

更
新
を
行
い
ま
し
た
。

病
床
数
は
１
５
８
床
（
２
階
60

床
・
３
階
49
床
・
４
階
49
床
）
と

な
り
ま
し
た
。
14
年
度
診
療
報
酬

改
定
を
受
け
、
６
月
よ
り
２
階
病

棟
40
床
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
と

し
、
急
性
期
治
療
が
終
わ
っ
た
方

や
急
変
時
の
対
応
、
在
宅
へ
帰
る

準
備
の
機
能
を
担
っ
て
い
き
ま

す
。
14
年
５
月
末
に
は
全
て
の
名

南
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
完

了
し
ま
す
。
名
南
病
院
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
工
事
に
よ
り
、
療
養
環
境
の

整
備
と
か
か
り
や
す
さ
の
向
上
、

手
術
室
機
能
の
向
上
と
リ
ハ
ビ
リ

室
の
拡
充
、
講
堂
や
地
域
交
流
ス

ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
地
域
と
の
結

び
つ
き
の
強
化
を
も
と
に
、
名
南

病
院
が
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
中
小
病
院
と
し
て
役
割
を
発
揮

し
て
い
く
条
件
整
備
が
進
ん
だ
こ

と
に
な
り
ま
す
。

資
金
募
集
運
動
約
９
，５
０
０
万

（
近
年
２
位
の
水
準
）、
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

名
南
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

に
も
対
応
し
て
、
今
年
度
は
地
域

資
金
１
億
２
千
５
百
万
円
を
目
標

に
、地
域
と
事
業
所
が
一
体
と
な
っ

た
取
り
組
み
を
強
め
ま
し
た
。
資

金
募
集
運
動
は
９
，
４
８
７
万
円

の
到
達
と
な
り
、
目
標
に
は
及
ば

な
か
っ
た
も
の
の
近
年
２
位
の
水

準
と
な
り
ま
し
た
。
名
南
診
療
所

地
域
が
目
標
達
成
し
、
名
南
病
院

地
域
は
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
ま

す
。
中
川
診
療
所
も
４
月
に
入
っ

て
目
標
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

健
診
運
動
の
多
く
で
目
標
達
成
、

「
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」

な
ど
、
地
域
の
健
康
づ
く
り

が
大
き
く
前
進

健
診
運
動
で
は
、
特
定
健
診
は

法
人
全
体
、
名
南
病
院
、
名
南
診

療
所
、
中
川
診
療
所
が
目
標
達
成
、

大
腸
ガ
ン
検
診
は
法
人
全
体
、
名

南
病
院
、
名
南
ふ
れ
あ
い
病
院
、

中
川
診
療
所
が
目
標
達
成
し
、
両

健
診
と
も
過
去
最
高
を
更
新
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
方
々
の
健
康
づ

く
り
運
動
の
中
心
と
し
て
、
共
同

し
た
健
診
運
動
を
さ
ら
に
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

ア
ピ
タ
で
の
「
ま
ち
か
ど
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
も
毎
月
１
回
定
期
的

に
継
続
さ
れ
、
好
評
で
す
。
今

年
度
か
ら
血
圧
・
体
脂
肪
な
ど

H
P
H
（
目
標
を
決
め
て
結
果
の

振
り
返
り
）
の
課
題
と
し
て
前
進

さ
せ
ま
し
た
。

２
面
へ
つ
づ
く

▲
議案提案を行った
西本　義弘
専務理事

名南会ホームページ　　URL  http://www.meinan.or.jp/
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１
面
か
ら
の
つ
づ
き

さ
ら
に
広
が
る

多
彩
な
友
の
会
活
動

〜
仲
間
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り

・
居
場
所
づ
く
り
〜

友
の
会
活
動
で
は
、
子
育
て
サ

ロ
ン
、
お
食
事
サ
ロ
ン
、
健
康
体

操
サ
ロ
ン
、
お
し
ゃ
べ
り
わ
い
わ
い

ク
ッ
キ
ン
グ
、
折
り
紙
教
室
、
歴

史
探
訪
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
健
康
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、
友
の
会
員
の

要
求
を
出
発
点
に
友
の
会
ら
し
い

仲
間
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
の
活

動
に
幅
広
く
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
か
ら
新
た
に
名
南
病

院
で
の
コ
ー
ヒ
ー
サ
ロ
ン
「
ほ
ん
わ

か
喫
茶
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

友
の
会
活
動
の
新
た
な
前
進

〜
中
川
地
域
で
の
新
班
結
成
、

10
年
ぶ
り
に
保
健
学
校
開
催
〜

今
年
度
、
中
川
助
光
地
域
で

「
健
康
づ
く
り
懇
談
会
」
を
基
礎

に
、
班
の
結
成
に
向
け
て
２
回
の

準
備
会
、
地
道
な
会
員
訪
問
な

ど
で
、
11
月
新
班
結
成
と
な
り
ま

し
た
。
名
南
健
康
友
の
会
で
は
、

10
年
ぶ
り
に
３
つ
の
地
域
で
保
健

学
校
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
と
り
わ
け
医

師
の
講
座
が
好
評
で
し
た
。
名

南
ふ
れ
あ
い
病
院
移
転
・
老
健
か

た
ら
い
の
里
開
設
10
周
年
を
記
念

し
た
「
ふ
れ
あ
い
健
康
フ
ェ
ス
タ
」

が
10
月
に
行
わ
れ
、
大
雨
の
中
、

６
０
０
名
余
が
集
い
、
大
成
功
で

し
た
。名
南
診
療
所
健
康
ま
つ
り
、

名
南
病
院
健
康
ま
つ
り
な
ど
、
事

業
所
・
地
域
で
の
企
画
、
そ
れ
ぞ

れ
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
春
２
名
の
医
師
が

専
門
研
修
か
ら
帰
任
、

医
療
水
準
の
向
上
・
後
継
者

確
保
と
育
成
で
地
域
に
貢
献

家
田一文
医
師
が
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
専
門
研
修
、
吉
岡
モ
モ

医
師
が
小
児
科
専
門
研
修
か
ら
帰

任
し
ま
し
た
。
伊
藤
春
見
医
師
の

名
南
病
院
で
の
糖
尿
病
専
門
研
修

も
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
名

南
会
医
師
10
名
が
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ

ア
連
合
学
会
認
定
医
と
な
り
ま
し

た
。
名
南
ふ
れ
あ
い
病
院
が
他
院

と
の
協
力
の
も
と
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
専
門
医
研
修
関
連
研
修

施
設
」
に
申
請
し
ま
し
た
。
名
南

病
院
の
「
日
本
糖
尿
病
学
会
認

定
教
育
施
設
」
の
更
新
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
医
師
の

育
成
は
、医
療
法
人
名
南
会
に
と
っ

て
最
重
点
課
題
で
す
。
14
年
４
月

１
日
の
職
員
採
用
は
、
薬
剤
師
１

名
、
看
護
師
・
准
看
護
師
９
名
、

看
護
学
生
４
名
、
介
護
職
員
８

名
、
リ
ハ
職
員
４
名
、
診
療
放
射

線
技
師
１
名
、
栄
養
士
１
名
、
事

務
４
名
と
な
り
ま
し
た
。

名
南
病
院
の
無
料
低
額

診
療
事
業
広
が
り
、

地
域
の
受
領
権
を
守
る

と
り
く
み
と
し
て
前
進

名
南
病
院
の
無
料
低
額
診
療

事
業
は
、
13
年
度
は
延
べ
93
件
の

利
用
が
あ
り
、
生
活
保
護
受
給
に

よ
る
生
活
再
建
が一
定
進
み
ま
し

た
。一方
で
在
留
資
格
の
な
い
無
保

険
の
外
国
人
の
利
用
が
55
件
と
増

加
し
て
い
ま
す
。
現
状
で
は
、
こ

う
し
た
外
国
人
が
利
用
で
き
る
公

的
制
度
が
な
く
行
政
へ
医
療
扶
助

を
実
施
さ
せ
る
取
り
組
み
が
課
題

と
な
って
い
ま
す
。
健
康
友
の
会
を

は
じ
め
地
域
の
諸
団
体
と
の
共
同

に
よ
り
利
用
を
広
げ
て
い
く
と
同

時
に
、
社
会
保
障
・
税一体
改
革
に

よ
る
社
会
保
障
切
り
下
げ
と
た
た

か
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
14
年

度
に
は
介
護
老
人
保
健
施
設
無
料

低
額
事
業
を
老
健
か
た
ら
い
の
里

が
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
47
億
円
超
の
事
業
収
益
、

税
引
後
当
期
純
利
益
は

1,
4
0
0
万
円
。事
業
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
改
善
が
課
題

決
算
報
告
で
す
。
事
業
収
益

は
予
算
比
97
．４
％
と
予
算
に
は

届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
前
年
比

１
０
１
．８
％
と
前
進
し
、
初
め
て

47
億
円
を
超
過
し
ま
し
た
。
外
来

収
益
が
予
算
達
成
し
、
入
院
収
益

と
保
健
予
防
収
益
も
前
年
を
上
回

り
ま
し
た
が
予
算
に
は
届
い
て
い
ま

せ
ん
。
介
護
収
益
は
、
居
宅
収
益

が
前
年
比
１
０
５
．４
％
と
前
進
し

ま
し
た
が
、
施
設
収
益
は
前
年
よ

り
減
少
し
、前
年
比
１
０
１
．５
％
、

予
算
比
98
．９
％
と
な
り
ま
し
た
。

経
常
利
益
は
１
億
１,
５
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
名
南
病
院

改
修
工
事
に
伴
う
修
繕
費
及
び
解

体
撤
去
費
用
７,
５
０
０
万
円
や

過
年
度
退
職
給
付
引
当
繰
入
な

ど
特
別
損
失
を
計
上
し
、
税
引

後
当
期
純
利
益
は
、1,
4
0
0
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
き
び
し
い
経

営
環
境
に
加
え
て
、
名
南
病
院
リ

ニュ
ー
ア
ル
工
事
の
中
で
黒
字
決
算

と
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
の
方
々

の
協
力
、
職
員
の
奮
闘
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。

名
南
会
の
経
営
の
困
難
さ
と
し

て
、
過
去
の
大
型
設
備
投
資
に
よ

る
多
額
の
長
期
借
入
金
の
返
済
額

が
大
き
く
、
そ
れ
に
対
応
す
る
減

価
償
却
費
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

法
人
税
の
支
払
額
も
増
加
せ
ざ
る

を
得
ず
、
加
え
て
高
止
ま
り
傾
向

の
退
職
金
支
給
額
も
影
響
し
、
事

業
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
出
に
く
い

経
営
構
造
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

13
年
度
事
業
キ
ャッ
シ
ュフ
ロ
ー
は
、

２
億
６,
９
０
０
万
円
と
前
年
よ
り

増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
事
業
収
益

比
５
．７
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
消
費
税
増
税
の
影
響
が

４,
１
０
０
万
円
以
上
に
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
費
用
管
理
も

強
め
、
全
事
業
所
で
の
収
益
予
算

達
成
の
も
と
、
経
常
利
益
１
億
円

以
上
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
の
５
つ
の
重
点
課
題

〜
す
べ
て
の
活
動
を
職
員
、

共
同
組
織
と
と
も
に
〜

14
年
度
の
重
点
課
題
方
針
で

す
。
１
点
目
は
、
日
本
と
い
う
国

の
あ
り
方
が
変
え
ら
れ
よ
う
と
し

て
い
る
中
、
日
本
国
憲
法
を
守
り

抜
き
、
戦
争
を
し
な
い
国
、
人
権

が
輝
く
国
を
め
ざ
し
て
断
固
と
し

た
共
同
の
運
動
を
広
げ
て
い
き
ま

す
。
名
南
会
の
存
在
を
問
わ
れ
る

課
題
と
な
り
ま
す
。
２
点
目
は
、

誰
も
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
質
の
高

い
医
療
・
介
護
の
実
践
で
す
。「
誰

も
が
」
を
あ
ら
た
め
て
強
調
し
て

い
き
ま
す
。
３
点
目
は
、
職
員
の

育
成
、
各
職
種
の
専
門
性
が
発
揮

さ
れ
る
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
で
す
。

チ
ー
ム
医
療
の
あ
り
方
を
め
ぐ
って

は
、
全
日
本
民
医
連
か
ら
提
起
も

さ
れ
て
い
ま
す
。
大
い
に
学
び
な
が

ら
模
索
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
４
点
目
は
、
職
場
づ
く

り
と
管
理
者
の
育
成
で
す
。
５
点

目
は
健
康
友
の
会
と
と
も
に
、
地

域
で
の
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
運

動
、
さ
さ
え
合
い
活
動
を
旺
盛
に

す
す
め
て
い
く
課
題
で
す
。

定
款
の一部
変
更

〜
新
し
い
地
域
包
括

ケ
ア
時
代
へ
の
対
応
〜

①
す
べ
て
の
事
業
拠
点
で
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
を
併
設

②
名
南
診
療
所
に
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
き
ず
な
を
移
設

定
款
の一部
変
更
の
提
案
で
す
。

新
し
い
地
域
包
括
ケ
ア
時
代
に
対

応
す
る
た
め
、
在
宅
事
業
の
再
編

を
行
い
ま
す
。
１
点
目
は
、
す
べ

て
の
事
業
拠
点
で
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
を
併
設
す
る
こ
と
で
す
。

日
常
的
な
外
来
診
療
、
退
院
支

援
の
中
で
気
軽
に
相
談
で
き
る
た

め
に
、
名
南
病
院
に
も
ケ
ア
マ
ネ

を
配
置
し
て
、
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
を
併
設
す
る
こ
と
と
し
ま

す
。
２
点
目
は
、
名
南
診
療
所
に

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
き
ず
な

を
移
設
す
る
こ
と
で
す
。
名
南
診

療
所
の
訪
問
診
療
と
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
訪
問
看
護
を
効
率

的
に
運
営
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
「
在
宅
総
合
セ
ン
タ
ー
き
ず
な
」

と
し
て
管
理
運
営
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
解
消
す
る
こ
と

と
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
拠

点
、
名
南
病
院
、
名
南
ふ
れ
あ
い

病
院
、
名
南
診
療
所
、
中
川
診

療
所
ご
と
の
管
理
運
営
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
名

古
屋
市
移
動
支
援
事
業
に
つ
い
て

は
、
法
改
正
に
よ
る
も
の
で
す
。

民
医
連
の
旗
を
高
く
掲
げ
、

名
南
会
を
次
代
に
つ
な
げ
よ
う

医
療
法
人
名
南
会
が
開
設
し
て

47
年
に
な
り
ま
し
た
。
第
６
次
長

期
計
画
が
終
わ
る
年
が
50
周
年
に

な
り
ま
す
。
第
６
次
長
期
計
画
の

中
心
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
名
南
会
を

次
代
に
つ
な
げ
よ
う
」
で
す
。
そ

の
た
め
、
財
務
の
安
定
、
医
師

を
は
じ
め
職
員
の
育
成
、
地
域
と

の
い
っ
そ
う
の
結
び
つ
き
の
強
化
、

病
院
施
設
・
医
療
機
器
等
の
整
備

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
47
年

の
歴
史
の
中
で
は
困
難
は
あ
り
つ

つ
も
、
い
つ
で
も
民
医
連
の
旗
を

掲
げ
、
民
医
連
綱
領
に
あ
る
よ
う

に
、
い
の
ち
の
平
等
を
掲
げ
、
地

域
住
民
の
切
実
な
要
求
に
応
え
る

医
療
を
実
践
し
、
介
護
と
福
祉
の

事
業
へ
活
動
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

理
事
会
と
し
て
、
誰
も
が
安
心
し

て
住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
、
民
医
連
運
動
の
団
結
、
質
の

高
い
安
全
・
安
心
な
医
療
活
動
の

推
進
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
名
南

会
の
発
展
に
全
力
を
尽
く
す
決
意

を
込
め
て
、
報
告
と
し
ま
す
。

発
言
討
議
で
は
、
以
下
６
名
の
方

（
敬
称
略
）か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

１ 

名
南
病
院
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

工
事
完
成
と
２
０
１
４
年
度

以
降
の
医
療
活
動
に
つ
い
て

（
小
南
重
人
・
名
南
病
院
長
）

２ 

専
門
研
修
帰
任
報
告
１
．

（
家
田
一
文
・
名
南
ふ
れ
あ
い
病
院

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
課
部
長
）

３ 

専
門
研
修
帰
任
報
告
１
．

（
名
南
病
院
小
児
科
・

吉
岡
モ
モ
医
師
）

４ 

名
南
健
康
友
の
会
の

　

 

活
動
に
つ
い
て

（
尾
鍋
ト
シ
子
・

名
南
健
康
友
の
会
副
会
長
）

５ 

中
川
健
康
友
の
会
の
活
動
に

　

 

つ
い
て

（
近
藤
順
子
・

中
川
健
康
友
の
会
副
会
長
）

６ 

稲
熊　

勲
さ
ん

（
瑞
穂
区
在
住
・
発
言
要
旨
）

他
の
大
き
な
病
院
を
利
用
し
ま

し
た
が
、
名
南
病
院
に
は
名
南
病

院
の
良
さ
が
あ
り
、
将
来
性
も
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
専
門
研
修
か

ら
戻
っ
て
来
た
先
生
も
み
え
、
診

察
も
良
く
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

３
、４
日
前
に
某
新
聞
に
腹
腔
鏡

手
術
で
安
全
に
行
わ
ず
亡
く
な
ら

れ
た
方
も
あ
っ
た
と
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
名
南
病
院
は
、
今
後
も

腹
腔
鏡
手
術
を
実
施
し
て
い
か
れ

る
と
思
い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。あ
と
、予
算
が
あ
れ
ば
診
察
券

を
良
い
も
の
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
理
事
会
を
代
表
し
て
、

早
川
副
理
事
長
が
回
答
）

▲
閉会あいさつを行う
早川 純午 副理事長

▲
家田 一文 医師

医
療
法
人
名
南
会

第
49
回
定
時
総
会

医
療
・
介
護
総
合
法
案
の
自

公
に
よ
る
強
行
採
決
に
断
固
抗
議

し
、
解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
を
狙
う
安
倍

内
閣
の
暴
走
に
、
国
民
の
連
帯
と

共
同
で
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
よ
う
。

特
別
決
議

今
総
会
で
の
役
員
一
部
改
選

（
第
10
号
議
案
）

に
伴
う
、
新
任
・
退
任
理
事

清
水
嘉
博
常
任
理
事
、
伊

藤
国
次
郎
理
事
が
役
員
定
年

で
、
ま
た
森
弘
子
理
事
（
常

勤
）
が
退
職
に
よ
り
、
今
総

会
で
退
任
と
な
り
ま
し
た
。

三
宅
理
事
長
よ
り
、
退
任
理

事
３
名
の
方
に
感
謝
状
と
記

念
品
を
お
渡

し
し
、
代
表

し
て
清
水
常

任
理
事
よ
り

退
任
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

新
任
理
事

退　
　

任

▲退任された理事のみなさん、
　代表あいさつをする清水常任理事（右）

山
口
　
雅
道

（
南
区
鳥
宝
生
町
在
住
、名
古
屋
南
民
主
商
工
会
副
会
長
）

清
水

　
嘉
博    

（
理
事
会
規
定
・
定
年
に
よ
り
）

伊
藤
　
国
次
郎  （
理
事
会
規
定
・
定
年
に
よ
り
）

森
　
　
弘
子   

（
常
勤
・
退
職
に
よ
り
）



名南・中川健康友の会事務局
お問い合わせ・
お申し込み  はすべて

★印は申込み必要

7/

1
（火）

名南診療所２階
多目的室

名南診
『お食事サロン』

11:30～
★

7/

15
（火）

ふれあいヴィレヂ3階
ゆめっこ広場

10:00～12:00

日時
7/26
(土）

日時
7/26
(土）

問い合わせ
℡（052）692-7544

瑞穂公園南児童園

14：30～21：00

みずほ
夏まつり

問い合わせ
℡（052）692-7544

29
(火）
29
(火）

日時
7/28～
(月）

日時
7/28～
(月）

道徳公園

道徳
平和盆踊り

お問い合わせ/中川診療所（052）301-2631

日時
7/19
(土）

日時
7/19
(土）

中川診療所中川診療所

テーマ  「～蒸し暑い夏を
　　快適に過ごすために～

“カビ・アレルギーの病気”予防と対策」

14：00～15：30

夏の健康講座夏の健康講座
参加費
無料

●申し込み不要 ●会員の有無は問いません
お誘いあわせてお気軽に御参加下さい！

講師：森 亜希（中川診療所看護課長)
中川診療所外来待合ルーム

在
宅
医
療
、
終
末
期
医

療
な
ど
一
人
一
人
の
願
い

に
寄
り
添
っ
た
医
療
と
は

何
か
、「
い
い
人
生
だ
っ
た
」

と
言
え
る
最
後
を
迎
え
る

た
め
に
こ
ん
な
医
療
を
受

け
た
い
、
こ
ん
な
風
に
過

ご
し
た
い
、
そ
う
し
た
思

い
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に

と
、
日
々
奮
闘
さ
れ
て
い

る
様
子
を
ス
ラ
イ
ド
で
説

明
さ
れ
頭
の
下
が
る
思
い

で
し
た
。

自
身
の
こ
と
と
わ
か
っ
て

い
ま
す
が
、
い
ざ
と
な
る
と

不
安
に
な
り
ま
す
。
患
者

さ
ん
に
寄
り
そ
っ
た
医
療

を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
医
師
、

看
護
師
、
ス
タ
ッ
フ
の
活

躍
に
大
き
く
期
待
し
ま
す
。

そ
の
後
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
と
健
康
体
操
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
皆
さ
ん

し
っ
か
り
腕
が
上
が
り
、

力
強
い
足
ぶ
み
も
で
き
ま

し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

コ
ス
モ
ス
班

片
岡
　
美
津
子

名
南
健
康
友
の
会
、
バ
ス
ハ
イ
ク

の
旅
は
快
晴
に
恵
ま
れ
て
暑
さ
が
気

に
な
っ
た
が
、
強
い
風
が
肌
に
心
地

良
い
1
日
で
し
た
。
無
理
の
な
い
行

程
で
ス
ム
ー
ズ
に
花
博
会
場
に
着
き

ま
し
た
。

色
の
鮮
や
か
で
す
ば
ら
し
い
会
場

で
す
が
、
友
人
が
と
て
も
歩
け
な
い

と
い
う
の
で
ト
ロ
ッ
コ
に
乗
ろ
う
と

し
た
け
ど
待
ち
人
が
一
杯
で
と
て
も

時
間
的
に
無
理
だ
と
思
い
、
車
イ
ス

を
借
り
て
会
場
を
回
り
ま
し
た
。

毎
回
思
う
の
で
す
が
、
障
が
い
の

有
る
人
や
老
人
に
は
段
が
多
か
っ
た

り
、
坂
が
急
だ
っ
た
り
し
て
、
あ
ま

り
や
さ
し
い
会
場
に
は
巡
り
合
っ
て

い
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

平
郷
班
　
滝
井
　
幸
夫

６
月
１
日（
日
） 

、
中
川
診
療

所
に
お
い
て「
春
の
健
康
ま
つ

り
」が
開
催
さ
れ
、
近
隣
・
地
域

か
ら
家
族
連
れ
な
ど
過
去
最
高

の
３
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
新
診
療
所
に
な
っ
て
３

度
目
の「
健
康
ま
つ
り
」。
昨
年

の
反
省
を
踏
ま
え
、
宣
伝
や
企

画
、
運
営
・
設
営
・
動
線
な
ど

に
工
夫
・
改
善
を
加
え
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
を
意
識

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

昨
年
に
引
続
き
、
地
元
中
学

校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
に
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
出
演
を
お
願
い
し
、
初

め
て
地
域
の
学
区
協
議
会（
18
町

内
会
３
５
５
組
）へ
の
申
入
れ
と

訴
え
を
行
い
回
覧
板
で
の
案
内

が
で
き
ま
し
た
。
企
画
で
は
、メ

イ
ン
に「
健
康
貯
筋
体
操
」。
測

定
・
検
診
コ
ー
ナ
ー
に「
超
音
波

エ
コ
ー
検
査
」、「
乳
が
ん
自
己

検
診
」を
新
た
に
加
え
、
キ
ッ
ズ

企
画
も「
親
子
で
お
や
つ
作
り
」、

「
わ
た
菓
子
づ
く
り
体
験
」な
ど

充
実
さ
せ
ま
し
た
。
模
擬
店
は

早
め
に
完
売
、
抽
選
会
も
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

企
画
と
の
関
係
か
、
若
い
お

母
さ
ん
の
参
加
も
増
え
た
よ
う

に
思
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

は「
毎
年
来
て
る
け
ど
、
年
々
よ

く
な
る
ね
」、「
血
管
超
音
波
や

骨
密
度
測
定
は
あ
り
が
た
い
よ
」

な
ど
嬉
し
い
声
も
い
た
だ
き
、疲

れ
も
と
ん
で
い
き
、
こ
れ
か
ら
の

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

実
行
委
員 （
友
の
会
） 

近
藤
順
子

名
南
健
康
友
の
会

「
年
々
良
く
な
る
ね
」の
声
に

疲
れ
も
飛
ん
で
っ
た
〜

お母さん、うまくできたよ！
（おやつ作り体験）

友
の
会会

行楽

３００人
(過去最高)

4０人
参加

春
の
健
康
ま
つ
り
に

母さん うまくできたよ！

▲浜名湖花博より
　「1号車」のみなさん

浜名湖花博2014と
　　　天然温泉の旅

オープニング演奏
（一色中ブラスバンド部の皆さん）

中
川
診
療
所

「
い
い
人
生
だ
っ
た
と
言
え
る

    

最
後
を
迎
え
る
た
め
に
」

「健康体操」の様子

呼
続
地
域
健
康
懇
談
会

大
森
久
紀
医
師
の
お
話
を
聞
い
て

（3）　 第472 号 2014.　7.   1（昭和52年 7 月 5日第三種郵便物認可）
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名南ふれあい
病 院 地 域

班　会日 曜日 日 曜日班 会 内 容 班会場所 班　会 班 会 内 容 班会場所

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

名

南

病

院

地

域

名南
ふれあい
病院
地域

名南病院

中川診療所

10：00～11：30   ほんわか喫茶（6月より再オープン）

名

南

診

療

所

地

域

中
川
診
療
所
地
域

歌謡舞踊

10：30～11：30　サロン・なかしんさん（コーヒー、お茶付）

2
0
1
４
年

月
予
定
表

7

※上記についてのお問い合わせは、名南会健康推進室　電話052-692-7544まで

名南診療所 10：00～12：00   コーヒーサロン

10:00～12:00
ゆめっこ広場（子育てサロン） ふれあいヴィレヂ15日（火）

1日（火）
毎週木曜日

名南わいわい広場

13：00～ひまわり班 肺炎球菌ワクチン5日（土） 鎌田宅

14:00～鳴丘班 健診結果の見方11日（金） 会員宅

15：00～滝の水班 めまい14日（月） 佐藤宅

13：30～コスモス班 認知症15日（火） デイサービスえがお

13：00～なでしこ班 乳がん検診16日（水） デイサービスえがお

病院施設の種類と特徴24日（木）

10日（木）

熱中症

熱中症

セラバンド体操

編み物教室

名南診2Ｆ多目的室

16：00～えんがわ班

コーポラス集会室

10：30～名南診健康体操

名南診2Ｆ多目的室1４：00～編み物同好会

絵手紙 名南診2Ｆ多目的室

カロリー計算
（模擬バイキング）14：30～ひよこ昼班 たまり場ひよこ

1４：00～絵手紙教室

2日（水）

7日（月）

13：30～コーポラス班9日（水）

10日（木）

神経痛 水谷宅19：00～御劍班
1日（火）

腰痛（腰痛体操）名南診1Ｆ待合室13：30～内田橋西班ビアガーデン
18：00～
木場地域・道徳地域合同班会

健康体操 名南わいわい広場14：00～わいわい健康体操17日（木）

久保寺宅10：00～新三条班

長生きする為の食生活25日（金） 牧野宅14：00～名南班

毎週
火・水・金曜日 13：00～ 歌謡舞踊教室

ちぎり絵 名南わいわい広場毎月第4火曜日 13：30～ ちぎり絵教室

中川診友の会ルームヨガ

中川診友の会ルーム健康体操

14：00～ヨガ班

中川診友の会ルーム囲碁13：00～囲碁の会

15：15～さわやか体操班

18日（金）

13：30～豊北・診療所合同班 熱中症・お茶会 伝馬コミセン

塩分と中性脂肪 喫茶あみん19：00～平郷班

15日（火）

10：00～たんぽぽ班 中川診友の会ルーム15日（火）

ハットリ

デイサービスえんがわ

14：00～昭和区健康サロン タオル体操
+ラジオ体操

囲碁 名南わいわい広場13：00～囲碁教室毎週月曜日　

毎週水曜

毎週土曜

毎月第4土曜日

中川診友の会ルーム絵手紙13：00～絵手紙教室毎月第2・
第3木曜日

毎週月曜日
毎週月曜日

11:30～ お食事サロン 名南診2Ｆ多目的室

毎月第２・
４火曜開催
毎月第4
木曜開催

※第 4月曜日は
　サービスデー

尾
鍋

　昭
彦

尾
鍋

　昭
彦

歴
史
か
ら
見
た
町
名
（
十
六
）
尾尾尾尾尾

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
六六六六六六六
）
六六六六六
））
六六六六六六六六六六六六六六
））））））

歴
史
か
ら
見
た
町
名
（
十
六
）

中
根
町（
な
か
ね
ち
ょ
う
）

（
瑞
穂
区
）

中
根
町
は
か
つ
て
の
中
根
村
の
一
部
で
あ
り
、

鎌
倉
時
代
に
書
か
れ
た
、
東
鑑（
あ
ず
ま
か
が
み
）

に
は
長
包（
な
か
こ
）ノ
荘
と
あ
っ
て
、
こ
れ
を
奈

加
禰（
な
か
ね〈
長
根
〉）と
呼
ん
だ
の
が
中
根
村

の
始
め
と
あ
り
ま
す
。
中
世
の
中
根
村
は
、
北
は

八
事
丘
陵
の
南
西
端
に
位
置
し
、
南
は
天
白
川
の

河
岸
段
丘
上
に
あ
り
、
現
在
の
中
根
町
を
中
心
に

10
町
と
釜
塚
町
な
ど
３
町
の
一
部
か
ら
な
る
極
め

て
広
範
囲
に
わ
た
り
ま
す
。
旧
中
根
村
は
農
業

の
み
で
生
活
し
て
い
た
た
め
、
戸
口
に
対
し
て
田

畑
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
近
隣
の
八
事
、

野
並
、
山
崎
村
あ
た
り
へ
出
作
す
る
こ
と
が
あ
っ

た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
根
村
は
明
治
11
年
愛
知
郡
弥
富
村
と
な
り
、

明
治
39
年
愛
知
郡
呼
続
町
を
経
て
、大
正
10
年
名

古
屋
市
南
区
呼
続
町
、昭
和
13
年
に
昭
和
区
弥
富

町
、昭
和
19
年
に
瑞
穂
区
に
移
り
、昭
和
27
年
に

弥
富
町
の
一
部
か
ら
中
根
町
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

旧
中
根
村
に
は
史
跡
が
多
く
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
世
末
期
に
は
織
田
と
今
川
の
軍
勢
が
激

し
く
争
っ
た
鳴
海
や
桶
狭
間
に
近
い
所
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、織
田
軍
に
よ
っ
て
中
根
三
城
と
呼
ば

れ
る
三
つ
の
城
が
築
か
れ
ま
し
た
。
中
根
北
城
は

弥
富
小
学
校
の
敷
地
あ
た
り
に
あ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
中
根
中
城
は
現
在
の
弥
富
通
３
丁
目

交
差
点
南
東
あ
た
り
、本
城
で
あ
っ
た
中
根
南
城

は
丸
根
町
２
丁
目
の
観
音
寺
を
含
め
た
域
内
で

西
八
幡
社
の
東
あ
た
り
の
丘
陵
地
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
旧
中
根
村
は
鎌
倉
街
道（
上
野
古
道
）の
通

り
道
で
あ
り
、山
崎
川
や
天
白
川
の
水
運
が
利
用

で
き
る
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、こ
う
し
た
城
を

築
く
適
地
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
明
治
9
年
に
は
、南
城
址
か
ら
約
8
0
0ｍ

西
、旧
愛
知
郡
中
根
村
仁
所（
現
軍
水
町
）か
ら
、

弥
生
時
代
の
銅
鐸
１
個
が
出
土
し
て
お
り
、重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。中
根
町
一
帯
は
、

現
在
で
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
〝
ギ
ョ
ち
ゃ
ん
は
元
気
〞

　

私
は
高
さ
十
セ
ン
チ
、
縦
×
横
三
〇

×
四
〇
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
に
一
匹
で

住
ん
で
い
ま
す
。
名
前
は
「
ギ
ョ
ち
ゃ

ん
」
ま
も
な
く
五
年
目
で
す
。
み
ず
ほ

夏
祭
り
の
金
魚
掬
い
で
拾
わ
れ
ま
し

た
。
名
前
は
も
う
少
し
セ
ン
ス
の
良
い

も
の
に
し
て
欲
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
住
居
に
は
、
現

在
ほ
て
い
葵
が
水
面
に
浮
か
ん
で
い
ま

す
。
日
陰
を
作
り
、
う
す
紫
の
花
が
咲

き
ま
す
。
ご
主
人
様
は
花
が
咲
く
と
、

ボ
ー
と
見
と
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
八
時
、
住
ま
い
が
コ
ン
コ
ン
と
叩

か
れ
朝
食
の
合
図
で
す
。
頭
を
水
面
に

出
す
と
指
で
さ
わ
ら
れ
ま
す
。
空
腹
の

私
は
パ
ク
パ
ク
と
食
事
に
夢
中
で
す
。

ご
主
人
様
は
放
任
主
義
で
、
え
さ
の
や

り
す
ぎ
で
水
を
汚
し
、
酸
素
不
足
に

し
た
り
で
不
安
に
な
る
時
も
あ
り
ま
す

が
、
最
後
は
ち
ゃ
ん
と
水
換
え
を
や
っ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
十
セ
ン
チ
を
超
え
る
程
成
長
し

ま
し
た
。
希
望
は
、
大
き
く
な
っ
た
の

で
も
う
少
し
広
い
住
ま
い
が
欲
し
い
で

す
ね
。
金
魚
の
寿
命
は
ど
れ
位
で
し
ょ

う
か
。
ご
主
人
様
は
疲
れ
気
味
で
世
話

が
大
変
で
し
ょ
う
が
、
頑
張
っ
て
大
き

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
付
き
合
い
下
さ
い
。

※ 

ご
主
人
様
か
ら
一
言

な
か
な
か
広
い
住
ま
い
が
手
に
入
り
ま

せ
ん
。
も
う
少
し
我
慢
し
て
下
さ
い
。

元
気
で
長
生
き
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

　
北
原
ひ
よ
こ
班

　
　
杉
村

　
イ
ツ
子

皆
さ
ん
の
家
族
、ペ
ッ
ト
、お
庭
自
慢（
何

で
も
）を
特
集
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
掲

載
希
望
の
方
は
名
南
会
事
務
局
健
康
推

進
室
・
松
土
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

明治初年の中根村村域

観音寺境内  北条八幡社 中根南城の望楼のあった所といわれている



2014年7月より

水・木・金の午前、月・火・水・木の午後
金の午後

月・水・木・金の午前

中川診デイケアひまわり
（月）～（土）

内科
内科
内科
内科

三宅
辻村
西村由

小南
高木万
浅野

小南
中島
伊藤春
前田

三宅
黒田
○
吉田

三宅
小林
辻村
伊藤旭

小南
中島
米山
西村英

三宅
黒田
小林
稲垣

辻村
高木万
福光
加藤

泌尿器（石田）
整形（長谷川）
整形（湯川）

鈴木（乳腺・甲状腺）★
早川

整形（吉岡裕）

岡根/（隔週）
鈴木（乳腺・甲状腺）★
整形（簗瀬/高木英）

伊藤康/外園 吉岡モ 伊藤康

○
○
○

吉岡モ 外園 外園 外園 吉岡モ 伊藤康/水野（交代）
早川

整形（竹中）

皮膚科（深津）※
鈴木

整形（長谷川）
小児予防接種（外園）

（第1、第3）
糖尿病外来（三宅）

岡根

整形（竹中）

皮膚科（深津）※
藤林

整形（長谷川）

ものわすれ外来（小林）

※皮膚科
　9:30～11:30

鈴木（乳腺・甲状腺）
整形（早川/長谷川）

竹中
鈴木（乳腺・甲状腺）（隔週）

外科
外科
外科

小児科

内科
内科
内科
内科

外科
外科
外科

小児科

ギプス外来
（竹中）

•糖尿病初診者教室
　最終月曜日夜（多目的室）
　（辻村）

★鈴木（乳腺・甲状腺）
　水・金隔週

デイサービス庵
名南診通所リハビリ

（月）～（土）
（月）～（土）9：30～15：50

9：30～16：40

9：30～15：30
第2金曜日
は休診

内科・小児科・呼吸器内科

山口
（往診）
為近

山口
山口

山口/辻村（交替） 山口
山口
萩原

山口
山口　　　

山口/大久保（交替）

大森

早川
大森

大久保
大森/安達
大森/小松/安達

為近
大森/吉岡
大森/辻村

西脇

小松

大森 大森/○（交替）
曜　日
午前診

午前（往診）
午後（往診）
夜診

小松
外科系（早川） 小松 小松

もの忘れ外来

家田 整形○

曜　日
午前診
午　後
夜　診

※火・木の皮膚科は9：30～11：30

※もの忘れ外来〈完全予約制〉予約制（家田）

吉岡※

禁煙外来（辻村）
（第1、3月曜
 18：00～18：30）

口は健康の入り口シリーズ38

〒457-0843
名古屋市南区忠次1丁目1番1号

℡052-691-6480
む   し   ば ゼロ

往診地域は、はみんぐ歯科から１６キロ圏内です。
南区・港区・中川区・瑞穂区・熱田区など。

歯科往診をご利用ください！

医療法人
はみんぐ

歯についてのご相談・診察予約は
TEL（052）682-3211
平針事務所
TEL （052）804-1251
随時（御相談に応じます）

●弁護士法人
　名古屋南部法律事務所
中区正木四丁目8番13号
金山フクマルビル3階

TEL（052）362-3731

●高畑アクセス法律事務所
中川区高畑2-110サンライズ
第2ビル2階

担当弁護士に相談できます
※事前に電話予約が必要です。
※電話の際、名南会社員、名南、中川健康友
の会会員である旨、申し出てください。

初回相談のみ無料です。

法律相談名
南
会

一
人
暮
ら
し
の
母
か
ら
、最
近
、

「
家
に
泥
棒
が
入
っ
た
」
と
何

度
も
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
。
認
知

症
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
い

い
で
し
ょ
う
か
。

本
当
に
泥
棒
か
ど
う
か
は
と
も

か
く
、
ご
本
人
に
と
っ
て
は
ス
ト

レ
ス
で
し
ょ
う
し
、
家
族
も
無
く
な
っ
た
物

を
一緒
に
探
す
の
は
た
いへ
ん
で
す
よ
ね
。
見

つ
け
る
と
犯
人
扱
い
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
物
忘
れ
は
あ
る
程
度
の
年
齢
に
な
れ

ば
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
が
、
通
帳
や
実
印

な
ど
大
事
な
物
が
ど
こ
に
行
っ
た
か
分
か
ら

な
い
の
は
確
か
に
問
題
で
す
。
た
だ
、
家

族
だ
け
で
悩
み
を
抱
え
込
み
過
ぎ
る
と
、

疲
れ
て
し
ま
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
と
虐
待
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
各
地
域
に
は
、
高

齢
者
や
そ
の
家
族
が
相
談
で
き
る
公
的
な

窓
口
と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
名

古
屋
市
は
「
い
き
い
き
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と

言
い
ま
す
）
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
早
め
に

相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ご
本
人
の
状
態

や
困
り
事
に
応
じ
て
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
手

配
、
日
常
的
金
銭
管
理
を
す
る
日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
の
利
用
、
各
種
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
、
施
設
入
所
な
ど
に
つ
い
て
相

談
で
き
ま
す
。
弁
護
士
は
、
財
産
管
理
契

約
、任
意
後
見
契
約
、成
年
後
見
制
度
（
後

見
、
保
佐
、
補
助
）
に
つい
て
の
相
談
や
依

頼
も
も
ち
ろ
ん
お
受
け
し
ま
す
が
、
福
祉

や
医
療
と
連
携
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
に

で
き
る
こ
と
も
一緒
に
考
え
た
り
、
見
守
り

の
輪
に
加
わ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

QA 母
が
認
知
証

か
も
し
れ
ま
せ
ん

く
ら
し
の
法
律
相
談

名
古
屋
南
部
法
律
事
務
所 

平
針
事
務
所

　弁
護
士

 

　
　
　
　
　
　

髙
森  

裕
司

はみんぐ歯科では通院困難な方のお宅に伺う往診を行なっていま
す！専門の歯科医師と歯科衛生士が直接ご自宅や施設、病院まで機材
を持って伺い、歯科治療を行なっております。
現在口腔ケアの重要性が叫ばれています。口腔ケアは、生活援助

としてのケアであるばかりではなく、誤嚥性肺炎の予防など全身的健
康の維持にも関わっています。しかし多忙な介護、看護現場ではなか
なか実践できなかったりするのではないでしょうか。はみんぐ歯科で
は口腔ケアのプロが直接お伺いし、口腔ケアをお手伝いいたします。

などを行っています。義歯が合わない、新しい義歯を作りたい、など
お困りの方、お気軽にご相談ください。通院せずに新しい義歯を作れ
たと往診先の多くの患者さまからも喜ばれており、歯科訪問診療の重
要性を感じております。

お気軽に、はみんぐ歯科
☎691－６４８０までご相談下さい。　歯科医師　松下幸子

1 義歯の新製、修理、調整
2 虫歯治療
3 歯石取りなど歯周病の治療
4 保存困難と思われる歯の抜歯

また、はみんぐ歯科の往診では他にも

訃報　1977年より、37年
の長きにわたり役員として
名南会の発展にご尽力を
いただきました相談役（前
副理事長）の菱川一己氏
（享年78歳）が、6月2日に
ご逝去されました。謹んで
お知らせし、ご冥福をお祈
り申し上げます。
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名南病院栄養課　調理師
竹内　栄子

４６9号の答えは「ゴガツビヨウ」　３５通の応募があり、全員正解。
（当選者） 河野　千尋さん（岐阜県本巣郡）　 長田　知康さん（熱田区南一番町）　 毛利　美智子さん（南区観音町）

寝て運動

正解者の中から抽選で3名の方に図書券をさしあげます。 【応募要項】締め切り7月31日（木）
答えをハガキで名南会本部事務局まで送ってください。
〒457-0841　名古屋市南区豊田 5丁目15-18　名南会本部事務局パズル係
「めいなん」新聞への感想や近況などお書き添えください。 その他、寄稿・詩・短歌・マンガ・写真などの投稿も募集しています。

■おしりの運動

作業療法士：原田　拓
モデル：三枝　千紘
　　　（理学療法士）

・体調に合わせ体て無理せず行って下さい。
・無理のない範囲で行って下さい。

※注意点

トマトとオクラの
滋養スープ

①出汁、塩、薄口醤油、こしょうを合わ
せお吸い物を作ります。
②トマトを湯むきし食べやすい大きさの
角切りにします。オクラは、額を除い
て輪切りにします。
③素麺を固めに茹でておきます。
④②を①の沸いた所に入れます。
　※一煮立ちしたら火を止める。焚きすぎに

注意！
⑤器に③を盛り、上から④を流し入れま
す。

材料 （2人分） 作 り 方

そ
ろ
そ
ろ
梅
雨・・・食
中
毒
に
注
意

　そ
ろ
そ
ろ
梅
雨
の
時
期
で
す
ね
。こ
の
時
期
は

食
中
毒
に
十
分
気
を
付
け
た
い
も
の
で
す
。私

は
、お
弁
当
を
持
っ
て
い
く
の
で
、必
ず
保
冷
剤

を
中
に
入
れ
て
、な
る
べ
く
涼
し
い
所
へ
置
い
て

お
き
ま
す
。お
弁
当
だ
け
で
は
な
く
、ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
飲
み
口
な
ど
か
ら
も
食
中
毒
に
な
る
可

能
性
が
高
い
の
で
気
を
付
け
た
い
で
す
ね
。

中
川
区
下
之
一
色
町

　中
島

　邦
恵 

さ
ん

人
生
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

　
　
　
　〜
元
気
に「
健
康
体
操
」

　〝
め
い
な
ん
〞に
出
合
っ
て
半
年・・・・私
が
一
番
楽

し
み
に
し
て
い
る
の
は「
健
康
体
操
」で
す
。元
々

腰
痛
持
ち
に
加
え
、こ
の
半
年
ほ
ど
五
十
肩
に
も

悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
す
。健
康
体
操
を
毎
回
行
っ

て
、そ
し
て
早
朝
1
時
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
か

か
さ
ず
に
行
っ
て
ま
す
。人
生
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
〜
元
気
に
ハ
ツ
ラ
ツ
と
年
を
重
ね
た
い
で
す
ね
。

四
日
市
市

　若
杉

　ゆ
う
子 

さ
ん

年
金
暮
ら
し
は
毎
日
が
日
曜
日
、

で
も
世
の
中
の
動
き
に
は
注
視
し
た
い

　ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
終
わ
り
、や
っ
と
落

ち
着
い
た
日
常
が
か
え
っ
て
き
ま
す
。働
い
て
い

た
時
は
、あ
ん
な
に
待
遠
し
か
っ
た
連
休
な
の

に
、毎
日
が
日
曜
日
の
年
金
暮
ら
し
に
な
り
、関

係
も
関
心
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。で

も
、元
気
な
間
は
、世
の
中
の
動
き
を
注
視
し
、と

り
わ
け「
戦
争
を
出
来
る
国
」作
り
に
は
、反
対

の
声
を
大
き
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

緑
区
有
松

　川
瀬

　綾
子 

さ
ん

川
柳

ま
さ
に
今

　平
和
を
語
る

　声
を
こ
そ

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　話
も
弾
む

　顔
な
じ
み

マ
ジ
？
ウ
ソ
！
で

　会
話
が
跳
ね
る

　女
子
高
生

暴
走
は

　さ
せ
ぬ
決
意
の

　顔
が
あ
る

戦
争
は

　し
な
い
さ
せ
な
い

　国
の
是
だ

港
区
木
場
町

　松
井

　俊
宏 

さ
ん

①上をむいて寝ながらリラックスした状態から開始します。
②おしりを天井に向かって上げていき、その後、ゆっくりと降
ろします。20回を目安に実施。

①上をむいて寝ながらリラックスした状態から開始します。
②両膝に向かって頭を上げ、その後、ゆっくりと降ろしていき
ます。20回を目安に実施。

■お腹の運動

トマト ――――――――――――１ヶ
オクラ――――――――――― ４本
卵 ―――――――――――――１ヶ
素麺 ――――――――――― 適量
にんにく（お好みで）――――― 少々
出汁 ――――――――――３５０ｃｃ
塩 ―――――――――――小１／４
薄口醤油 ――――――――小１／４
こしょう ―――――――――― 少々

第
98
回

6 

お
い
し
い
物
を
た
べ
た
時
に
出
る
言
葉

13 

意
識
し
な
い
で
す
が
、人
間
は
こ
れ
を
し
な
い
と
生

き
て
い
け
ま
せ
ん
。

14 

こ
れ
を
乗
り
越
え
れ
ば
、良
い
こ
と
が
待
っ
て
い
ま
す
。

15 

地
獄
の
こ
れ
も
お
金
次
第
と
か

16 

こ
の
系
統
の
果
物
は
か
ら
だ
を
冷
や
し
ま
す
。メ
ロ

ン
の
東
方
品
種
群
。

もっとも有名な俳人と言えば
ここです。私たちが住んでいる天体のこと。
人生、○○もあれば谷もあります。
おいしいこと。「○○礼賛」。
しまっておいた服を取り出したときに
みつけるとがっかり
熱戦のときには会場に歓声がどうなる？　
「轟」の漢字が使われます。

よこのかぎ

た
て
の
か
ぎ

恋しい人には遠くからでも。愛知県産業労働セ
ンターの別名「○○○○あいち」。
土砂災害を防ぐ壁
体に良いとされますが、アミノ酸ではありません。
栄養ドリンクによく使われます。
出すと嫌われますが、出さないと良くないことも。
○○を出そうとするとよく咳が出ます。

12

15
17

18

1 

ま
だ
来
な
い
！
○
○
○
○
来
た
ら
ず

2 

こ
の
習
慣
が
残
っ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。中

秋
の
名
月（
十
五
夜
）に
限
っ
て
、お
供
え
物
を
盗

ん
で
い
い
と
い
う
も
の
。

3 

暖
か
い
水

4 

ド
ー
ナ
ッ
ツ
型
の
ケ
ー
キ
で
す
。

5 
次
回
も
受
診
す
る
と
き
は
、も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

1
7
8
9
10

11

夏の風物詩ですが、もとは人の生き方の教訓を含みますヒ ン ト

A C DB

17

9 10

7

15 16 19

1 2 3 6

17

A

11 15

21

1412 13

18

D

4

C
8 8

5

B

1人前98キロカロリー

出題　小松　健
名南ふれあい病院院長

【パズルの解き方】
クロスを解いてA～Dにはいる文字を順に並べて、出来た言葉を答えてください。

★夏バテで体がだる～くなったり食欲がなくなったりしたとき…
　疲労回復に効くレシピをご紹介します。簡単で、体にも良いレシピです。

身体の幹！！ 骨盤・お腹周りの運動
〈運動の目的〉
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